
 

 

（様式第６号）（第 53 条関係）                                                   

 

施工状況等報告書 

 

２８上伊広連ご第３３号 

平成２８年７月２０日 

 

長野県知事 阿部 守一 様  

    

                                           住 所 長野県伊那市荒井 3500 番地 1 

                                           氏 名 上伊那広域連合 

                                              広域連合長 白鳥 孝 

                                                                               

  長野県環境影響評価条例第 32 条第１項の規定により、下記のとおり送付します。 

 

記 

 

 対 象 事 業 の 名 称              
上伊那広域連合新ごみ中間処理施設整備

事業 

 
報 告 対 象 期 間
              平成２８年  ４月 １日から    

平成２８年  ６月３０日まで 

環境の保全のための措置の状況 詳細は別紙添付資料のとおり 

 

 

 

 対 象 事 業 の 実 施 状 況              

 

 

 

計画準備段階 

（現在、設計及び計画の準備を実施してい

る。） 

 （備考） 必要に応じ、環境の保全のための措置の状況又は対象事業の実施状況に係 

     る図面又は写真を添付すること。 

    追加[平成 11 年規則第 41 号]  



（添付資料） 

 

環境保全措置実施状況 

 

期間：平成 28 年 4 月 1日～平成 28 年 6 月 30 日 

環境影響

評価項目 
保全対象 環境保全措置 環境保全措置の実施状況 

動物 種の保存法

に指定され

ている猛禽

類 

生息状況のモ

ニタリング 

4 月 7 日、8 日に対象事業実施区域周辺 1km の範

囲を対象に、定点観察と林内踏査を行った。 

調査の結果、オオタカの繁殖を示唆する行動（交

尾行動、造巣行動）が確認された。 

なお、確認された営巣地は、尾根や県道等を隔て

て対象事業実施区域から1km範囲内の場所であっ

た。 

5 月 9 日、10 日に定点観察と林内踏査を行った。 

調査の結果、巣上で抱卵中のオオタカが確認され

た。 

6 月 9 日、10 日に定点観察と林内踏査を行った。 

調査の結果、巣上のオオタカ雛が確認され、繁殖

経過は順調であることが確認された。 

注：種の保存法に指定されている猛禽類のモニタリングは、「新ごみ中間処理施設建設に係
る環境影響評価書」（平成 25 年 4 月、上伊那広域連合）の環境保全措置に該当しない
が、環境影響評価後の生息状況の変化を踏まえて追加実施したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

土木建築工事

造成工事

本体工事

プラント工事

　　　　　　　　年　　　度 H27 H28 H29 H30

　　　項　　目

実施設計 実施設計等

準備工・造成工

掘削・躯体・鉄骨工事

無負荷・負荷試験等機器据付・耐火物・配管・電気工事

外装・内装・仕上げ・外構

対象事業実施期間 

 事業の実施状況は、平成 28 年 3 月よりの設計段階の準備期間中である。 

 平成 28 年 9 月の準備工より建設に着手し、平成 31 年 3 月に稼働する予定である。 

表 対象事業実施期間 

 

 

 


